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越前岬～能登西方沖



杉山ほか(2013)
との重ね合わせ
(トレースあり)
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越前岬西方沖
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前回は活構造でないとしたが、
見直しの結果、
活構造であると判断した変位
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ゲンタツ瀬南方
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ゲンタツ瀬・
大グリ・
加佐ノ岬沖
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加佐ノ岬沖・
前の瀬南東・
前の瀬東方・
沖の瀬
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前の瀬南東域の活断層と
地質構造（能登半島西方
海底地質図）の比較

能登半島西方海底地質図
（岡村, 2007）より
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